
１ 事前契約等の要件化（令和７年産から変更なし）
需要に応じた米生産を後押しするため、ナラシ対策の対象作物である米

についても、具体的な出荷・販売予定に従って計画的に生産したものが補
てんの対象となっています。

（１）ＪＡ等の集出荷業者へ出荷・販売する米
・ ６月末までに出荷契約又は販売契約を結び、
翌年３月末までに出荷又は販売したもの

（２）実需者等へ直接販売する米
・ ６月末までに前年の実績等を基に販売計画を作成し、
翌年３月末までに販売契約を結び、販売の対象としたもの

※数量ゼロの出荷・販売契約や販売計画は、交付対象外です。

ナラシの補てん対象となる米（主食用）

※ ナラシ対象作物のうち、麦と大豆は、既に、播種前契約に基づき出荷・販売したものが補てんの対象。

生産翌年度生産年度
７654321121110987654

交付
申請

補てん金
交付

（収穫） （出荷・販売）
加入申請

加入申請から補てん金交付までの流れ

２ 事前契約等に係る手続きの流れ（令和７年産から変更なし）

・米を生産予定の農業者は、６月末までの加入申請に当たり、「出荷・
販売契約数量等報告書」の提出が必要となります。（裏ページ参照）
・積立金の納付期限は、８月31日（月）です。

積立金納付

注） 加入申請時に、ＪＡ等との出荷・販売契約や、実需者等への直接販売計画の数量を
報告する必要があります。（詳しくは裏ページ参照）

〈令和８年産米〉
ナラシ対策の事前契約等に係る手続きについて



(1)ＪＡ等の集出荷業者へ出荷・
販売する米

(2)実需者等へ直接販売する米

出荷・販売契約を締結した
集出荷業者名を記入してください。

出荷・販売先ごとに、当年産の
契約数量（単位:kg）を記入して
ください。

注）出荷契約書、販売契約書の
写し等を添付してください。

（出荷・販売先から、別途一覧表
で提出がある場合は添付不要）

販売先の区分について、該当する
番号（①～④）を記入してください。

※「④その他」を選択する場合は、
（）を付して仕向先を記入してく
ださい。【例】④（醸造所）

前年産について、販売先の区分
ごとに、生産翌年３月末までの
販売実績数量を記入してください。

Q:生産翌年3月末までの出荷・販売実績が、加入申請時（6月末）の契約・計画数量と異なる
場合、どこまでがナラシの対象となるか。

A:当面の間、以下のとおりとします。
１ ＪＡ等の集出荷業者へ出荷・販売する米
⇒ 原則、出荷・販売先ごとに、加入申請時（6月末）の契約数量が上限となります。

ただし、契約締結後に、豊作等により契約者間で数量の上乗せ更新を行い、そのこと
が書面により確認できる場合は、更新後の数量が上限となります。

２ 実需者等へ直接販売する米
⇒ 実需と結びついていると見なし、実際の販売数量が対象となります。

Q＆A

（参考）「出荷・販売契約数量等報告書」の記載例（令和８年産版）

契約数量または販売計画数量なし
の場合は該当箇所にチェックして
ください。

当年産について、販売先の区分
ごとに、翌年３月末までの販売
予定数量を記入してください。
地域等区分ごとに合計数量を記入
してください。

【お問合せ先】 東北農政局青森県拠点 ０１７-７７７-３５１２

つがる市地域農業再生協議会 ０１７３-２６-６２４４


